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提
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府
系
の
開
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金
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機
関
の
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務
に
お
い
て
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権
を
尊
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と
を
担
保
す
る
手
続
き

の
整
備
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
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一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
本
事
業
」
に
お
い
て
、
特
別
目
的
会
社
を
通
じ
て
、
我
が
国
事
業
者
及
び
株
式
会
社
海
外
交
通
・
都
市
開
発

事
業
支
援
機
構
が
出
資
し
、
か
つ
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
（
以
下
「
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
が
融
資
す
る
現
地
法
人

Y 
Complex 

Company 
Limited

は
、
令
和
三
年
二
月
一
日
以
降
、
「
本
事
業
」
用
地
に
係
る
サ
ブ
リ
ー
ス
契
約
の
相
手
方

で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
企
業
に
対
し
、
賃
料
の
支
出
を
し
て
い
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
「

本
事
業
」
に
参
加
す
る
我
が
国
事
業
者
が
同
機
構
と
検
討
中
で
あ
り
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
も
当
該
事
業
者
の
方
針
を
踏
ま
え
て
適
切

に
対
応
し
て
い
く
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
予
断
を
も
っ
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差

し
控
え
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
政
府
系
金
融
機
関
等
が
国
際
世
論
が
求
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
人
権
尊
重
を
十
分
に
確
保
し
た
上
で
投
融
資
を
行

う
体
制
と
規
則
を
整
備
す
る
こ
と
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
「
環
境
社
会
配



 

２ 

 

慮
確
認
の
た
め
の
国
際
協
力
銀
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
は
、
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
環
境
社
会
配
慮
全
般
及
び
人

権
に
関
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
の
中
で
の
議
論
等
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
進
展
を
勘
案
し
て
今

後
も
必
要
に
応
じ
見
直
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 


